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①気候変動耐性遺伝子（短稈・大
粒・多蘖・晩生等）を集積した有
望系統を育成し、特性評価のうえ
品種登録を行う。

②石川県、埼玉県、静岡県、京都府、
徳島県、大分県の６地域で多地点
実証を行い、遺伝子特性に応じた
乾田直播・湛水直播等の省力栽培
条件への適性を明らかにする。

１．研究背景・目的

２．研究内容

３．達成目標・期待される効果

達成目標 期待される効果

気候変動リスクを低減する強靭・多収・適応性遺伝子
を統合した水稲品種の開発

【研究概要】

令和７年度補正予算「生産性の抜本的な向上を加速化する革新的新品種開発（提案公募型）」

・高温や倒伏による減収リスクが低減す
ることにより、生産者の収益が安定化。
・省力栽培により、担い手不足や高齢化
が進む産地でも栽培継続が可能。
・コシヒカリのブランド価値を維持した
まま、気候変動下での国内米生産基盤を
強化。

①気候変動耐性遺伝子を集積したコ
シヒカリ品種を6品種以上開発する。

②省力栽培条件への適性を明らかに
する。

地球温暖化に伴う観測史上最高レベ
ルの高温や大型台風の頻発により、
コシヒカリをはじめとする水稲は一
等米比率の低下や倒伏による減収を
被っており、高温耐性・耐倒伏性・
多収性を兼ね備え、安定生産が可能
な品種の開発が急務となっている。
そのため本研究では、コシヒカリに
気候変動対応遺伝子（短稈・大粒・
多蘖・晩生等）を集積した新品種を
育成し、その遺伝子特性に適合した
栽培技術（スマートゲノム栽培設
計）を確立することにより、気候変動下でも安定多収・高品質・省力生産を実現し、生産者
の収益安定と国内コメ生産基盤の維持に貢献することを目的とする。
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「コシヒカリ」の一強 激化する気候危機で問題が発生

良食味で1979年から
連続の作付1位

(33%,2位は8%1)

気候変動に弱い

暑さに弱い

風雨で倒れやすい

病害虫に弱い

品種改良が難しい
インディカからの形質
導入は、食味や穂
発芽性に影響

単収が頭打ち

多収の新品種が出て
も、ブランド力でコシヒカ
リに劣る

コシヒカリの栽培改
善効果は頭打ち

消費者人気も1位
(63%,2位は12%2)
→需要高・価格高

有用な“新遺伝子群を
特定し”コシヒカリに“完
成度高く組み合わせる”
ことが困難

１．研究背景・目的

３．達成目標・期待される効果

達成目標 期待される効果

対象品目：水稲
担当研究機関：株式会社ニューディメンジョンDNA研究所

・高温年や台風時でも収量・品質が安定
することにより生産者の収益を確保。
・コシヒカリの良食味、ブランド力を保
持したまま気候変動への適応力を強化。
・遺伝子特性に基づく栽培設計により、
円滑な普及を実現。

気候変動下で高温登熟障害や倒伏による
減収が深刻化する中、短稈化・多収化・
耐倒伏性・高温登熟回避等に関与する希
少な遺伝子群を集積し、栽培条件まで一
体的に設計した新品種の確立が求められ
ている。そのため本研究では、コシヒカ
リに短稈・大粒・多蘖・晩生等の気候変
動耐性遺伝子を集積した同質遺伝子系統
を育成し、その遺伝子特性に適合した栽
培設計指針を作成することにより、高温
登熟回避・耐倒伏・多収を兼ね備えた栽
培体系の確立と品種登録を目的とする。

①気候変動耐性遺伝子を集積したコシ
ヒカリの同質遺伝子系統を育成し、6
系統以上品種登録出願する。
②現行のコシヒカリより安定多収、倒
伏発生率30％以上低減を達成する。
③遺伝子特性に基づく省力栽培への適
性を明らかにする。

中課題１ 気候変動リスクを低減する遺伝子群を集積したコシヒカリ
有望品種の育成特性評価及び品種登録

【研究概要】

令和７年度補正予算「生産性の抜本的な向上を加速化する革新的新品種開発（提案公募型）」

２．研究内容

戻し交雑と全ゲノム解析に
より、短稈遺伝子（d60、
sd1 ） 、 大 粒 遺 伝 子
（ GW2）、多蘖遺伝子
（ Bms）、晩生遺伝子
（Hd16、Hd20、Hd21）
等をコシヒカリに集積した
同質遺伝子系統を6系統以
上育成し、特性評価・品種
登録を進める。あわせて、
これらの遺伝子特性と播種
様式・水管理・施肥・作期
等の栽培条件を結び付けた
「スマートゲノム栽培設
計」指針を作成する。
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１．研究背景・目的

２．研究内容

３．達成目標・期待される効果

達成目標 期待される効果

対象品目：水稲
担当研究機関：WE農業協同組合

・直播・省力栽培の普及により、担い手
不足や高齢化が進む産地でも栽培継続が
可能。
・地域条件に最適な栽培設計指針により、
新品種を円滑に導入。

直播・湛水直播への適性を検証するとともに、石川県、埼玉県、静岡県、徳島県、京都府、
大分県の6地域で実証を行い、地域条件に応じた栽培設計指針と普及体制を構築することによ
り、省力かつ安定的な栽培体系の確立と新品種の円滑な社会実装を実現することを目的とす
る。

①乾田直播又は湛水直播で苗立ち率
80％以上を満たす栽培条件を確立する。
②6地域で実証を実施し、多収性、作
業時間20％以上削減を達成する。
③地域別の栽培適性を実証し、普及候
補拠点を確定する。

開発系統を対象に、乾田直播及び湛
水直播における播種時期・播種量・
水管理等の比較試験を行い、苗立ち
率や作業時間削減効果を明らかにす
る。得られた知見を基に、石川県、
徳島県、埼玉県、静岡県、京都府、
大分県の6地域で実証試験を行い、最
適な栽培方法を確立するとともに、
各地域の導入候補圃場や生産者・連
携先を整理し、普及に向けた体制を
構築する。

中課題２ 直播・省力栽培条件の最適化と６地域における普及基盤の構築
【研究概要】

研究背景をイメージする補助とな
る図や写真
※印刷した際に図や写真が鮮明に
見えるよう画素数を調整すること
（写真であれば100万画素以上）

令和７年度補正予算「生産性の抜本的な向上を加速化する革新的新品種開発（提案公募型）」

担い手不足や高齢化が進む中、移植
中心の労働集約型栽培から、直播を
含む省力・機械化適応型体系への転
換が求められている。一方で、直播
栽培では苗立ち不良や雑草管理、倒
伏等の課題が残り、開発系統につい
ても普及想定地域ごとの最適な栽培
条件が確立されていない。そのため
本研究では、開発系統について乾田

栽培試験

直播に関する試験


